
地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 10

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 4

４．理念を実践するための体制 3 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 1 外部評価は23項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 7

１．その人らしい暮らしの支援 5

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 23 家　 族

運営者

職員

チーム

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1471902831

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

法人名 特定非営利活動法人やすらぎ

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 令和7年1月14日

評価機関名 株式会社　R-CORPORATION

訪問調査日 令和6年11月29日

事業所名 やすらぎの杜

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）を指
します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以外の
メンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが期待さ
れる内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。



自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 令和6年11月29日

事　業　所　名

（ 237-0077

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～ 10

11

 12 ～ 16

17 ～ 23

所　　在　　地

サービス種別

定　 員　 等

　やすらぎの杜

登録定員

通い定員

神奈川県横須賀市浜見台2丁目14番1

宿泊定員

定員　計

令和7年1月16日

15 ～ 22

23 ～ 35

　□　小規模多機能型居宅介護

令和6年11月19日

令和6年度

株式会社　R-CORPORATION

横浜市中区山下町74-1　大和地所ビル９F

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

令和5年10月1日指 定 年 月 日

　特定非営利活動法人やすらぎ

1471902831
平成17年10月1日

令和7年1月14日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

事 業 所 番 号

Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

●この事業所は、特定非営利活動法人やすらぎの運営です。同法人は地元出身の有
志が地域の声を聴き立ち上げた法人で、平成17年にここ「やすらぎの杜」を開設
し、地域への貢献を第一の目標にしています。京浜急行「追浜駅」から徒歩2分程
の追浜駅前バス停（夏島貝塚通り）からコミュニティーバス「ハマちゃんバス」に
乗車し10分程の「浜見台2丁目Ｂ」で下車、徒歩1分の高台の住宅地にあります。
●やすらぎの杜の「介護理念」や「職員の心得」を定め、フロアー等に掲示してい
ます。入職時には、オリエンテーションで説明していますが、年度初めにも理事長
から直に理念について伝える機会を設けています。年間目標や、毎月の目標などを
決め、その達成度も振り返りながら日々、理念と計画に沿った介護支援に努めてい
ます。コロナ禍のため外出行事が制限されていることもあり、毎朝テレビ体操や、
ユーチューブを利用して「ズンドコ節」などに合わせ、皆さんで楽しく体操を行い
健康を維持出来るように心がけています。
●毎日の食事は栄養士が1ヶ月分のメニューを作成し、食材は、地域の商店に新鮮
野菜・肉など発注し配達してもらっています。それ以外の食材や調味料は、買い出
しに行っています。職員が食べ易さなども考慮しながら調理し、利用者は、テーブ
ル拭きや、下膳など手伝っています。毎年の行事の際は、別に用意し、正月には御
節や、お刺身など、敬老の日には豪華なお弁当で楽しんで頂いています。誕生日に
は、手作りのケーキでお祝いをしています。

やすらぎの杜は笑顔を大切にしています。ご利用者の笑顔の為にも、ご利用者をただ
介護される側に置くのではなく、共に考え、共に語り合い、共に笑いあえる関係でい
たいと考えています。ご利用者の笑顔が、ご家族、職員へ伝播し、ホームを取り巻く
全ての人に笑い声が出るようなホームにしたいと思っています。

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目

 1 ～ 14

　☑　認知症対応型共同生活介護

36 ～ 55

56 ～ 68

）

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

ﾕﾆｯﾄ数

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

評 価 結 果
市町村受理日



56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

〇 2，数日に1回程度ある 〇 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 〇 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 〇 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

　やすらぎの杜

　1階　もみじ

 事業所名

 ユニット名



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

町内会に加入し、コーラスボランティアや中学生の職
場体験の受け入れも行い、交流をはかっている。敬老
会、クリスマス会には地域の方との交流を深めてい
る。また、肉や野菜は地域の小売店から購入するよう
にしている。

町内会に加入し、運営推進会議時に地域の方々から
地域の情報を得ています。ボランティアや、中学生
の職場体験の受け入れは現在中止していますが、地
域のお祭りでは事業所の玄関先に御神輿がきて利用
者と一緒に見学しています。毎日の食事の肉や野菜
は地域の小売店から購入するなど、地域との付き合
いを大切にしています。

今後の継続

地域の中にある施設という立場で、施設内の見学がで
きる機会を作ったり、町内会長をはじめ、地域の方や
民生委員等、相談を受ける方や実際に介護に携わって
いる方が、やすらぎの杜の存在を知っていただけるよ
うにしている。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

地元出身の有志が立ち上げたホームであり、地域への
貢献を第一の目標としている。介護理念は「笑顔のあ
る生活を楽しむ」を掲げ、事業所内に掲示し全職員で
理解共有しながら事業計画、年間の目標などを作り、
その達成度も振り返りながら日々理念と計画に沿った
介護支援に努めている。

やすらぎの杜の「介護理念」や「職員の心得」を決
め、フロアー等に掲示しています。年度初めに理事
長から理念についての話しがあります。入職時に
は、オリエンテーションで説明し伝えています。年
間の目標や毎月の目標などを決め、その達成度も振
り返りながら日々、理念と計画に沿った介護支援に
努めています。

今後の継続

2ヶ月に1回、町内会長、民生委員、町内の方地域包
括、ご利用者、ご家族代表が参加。年に一度は市の担
当職員も参加。施設長、管理者、事務長がホームの状
況を報告しながら意見交換し、施設や介護の向上を目
指している。身体拘束の報告、災害時の対応について
も協力して頂いている

運営推進会議は、奇数月に元町内会長・民生委員・
地域包括支援センター職員・市担当職員・家族代表
などの参加で開催しています。事業所の活動状況
や・事故・ヒヤリハット・身体拘束・災害時の対応
等について報告し、参加者からいただいた意見を
サービス向上に活かしています。

今後の継続

市の担当職員とは、日頃から極力連携をとるように
し、疑問点は常に問い合わせて確認するようにしてい
る。特に転倒事故等の特変があった時には速やかに担
当課に報告し、連携をとっている。

横須賀市の担当課とは、電話で連絡を取り合ってい
ます。講習会や研修の連絡もあり今年度は「感染症
について」の研修に参加しています。生活保護受給
者の受け入れも行っており、市の担当職員も定期的
な訪問があり、協力関係を築いています。横須賀市
のグループホーム協議会の活動は無く、現在は解散
しています。

今後の継続



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

人生の先輩であるご利用者に対し、尊敬の念を持つこ
とを心掛け、虐待の気持ち、行為が微塵も起きてはな
らない事を職員に徹底している。虐待に対する研修や
自己点検を行い、ミーティングにおいて、確認、改善
すべき点の話し合いをしている。

虐待の防止については、マニュアルを整備し、研修
を年2回実施して、虐待のないケアを徹底していま
す。毎月の全体会議や、運営推進会議の中でも虐待
の防止について話し合っています。年1回、自己点検
シートを用い（管理者用・職員用）確認し、結果を
まとめ職員会議で確認や、改善すべき点の話し合い
を行っています。

身体拘束の内容や弊害について掲示し、研修等を行
い、徹底するようにしている。日中は玄関も原則開錠
し、見守りによってケアするよう努力している。やむ
を得ない場合には、ご家族と連携をとり、ミーティン
グで話し合いをしながら改善に向けて速やかに対応す
るようにし身体拘束のないケアに努めている。

身体拘束の弊害などについて職員会議で事例検討し
ながら意見交換をしています。運営推進会議の中で
も話し合っています。マニュアルを整備し、研修は
年2回実施しています。現在は、車椅子からの立ち上
がりによる事故防止のため、家族の了承を得て抑制
ベルトを使用しています。今後は各ユニット毎に担
当委員を決める予定でいます。

今後の継続

家庭的な環境のもとで、食事、入浴、排泄等の日常生
活の支援を行う事がホームの役割である事を徹底し、
研修参加も積極的に促している。現在、成年後見人を
必要とする人はいないが、今後必要が生じた場合に
は、よく話し合いながら進めていく。

契約書の条項が多い為、必ず数条ごとに質問、確認を
とるようにしている。法制の改正等、変更となった場
合も、ご利用者やご家族の不安や疑問が残る事のない
よう説明し、ご理解、ご納得頂いたうえで必ず同意を
得ている。

今後の継続

利用契約時に重要事項、運営規定に記された苦情相談
窓口と、その対応の説明を行っている。面会に来られ
た時や家族会を通し、利用者の暮らしぶりや変化をお
知らせし、意見、要望等を聞いてケアプランに反映で
きるようにしている。外部評価のアンケートは、より
良い施設運営の貴重な意見として捉えている。

入居契約時に、重要事項・運営規定に記された苦情
相談窓口と対応の流れについて説明を行っていま
す。現在面会は、玄関先で15分程で行っています。
何かあれば、管理者やユニットリーダーが電話で家
族と連絡を取り報告しています。電話や面会時にい
ただいた意見や要望は、連絡ノートで情報を共有
し、運営に反映させています。行事の際には、ス
ナップ写真を郵送しています。

今後の継続
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11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

従来の市のGH協議会を通じて他事業者と連携を取って
いる。近隣のGHとの話し合いの機会も増え、他のホー
ムの良い所を吸収して、ご利用者に反映していけるよ
うにしている。

出勤時間数を加味して一時金の支給を行い、少しでも
モチベーションが高まるようにしている。パート職員
に対しても年末の寸志、状況により期末手当も支給し
ている。コロナ発生時には、手当の支給もしている。
職場の人間関係のより良い状況を目指し、改善を心が
けている。

職員の勤務評価は、三段階の評価表により評価を行
い、賞与や一時金の支給を行っています。パート職
員に対しても年末の寸志と、状況により期末手当も
支給しています。勤務表作成時には、年次有給休暇
や希望休（月3日間）に対して出来る限り希望に添う
ようにして対応しています。

今後の継続

職員のスキルアップの為、パート職員にも外部研修に
参加する機会を持ってもらい、研修で得た知識、経験
を職場で反映してもらえるよう働きかけている。資格
のない職員には、基礎研修の受講を推進している。

キャリアアップシートで業務の改善点や仕事に対す
る目標など把握し、年間研修計画を立てて、足りな
い部分を補う様、学んでいます。資格のない職員に
は、初任者研修など基礎研修の受講を推進していま
す。外部研修を受講する場合は、当日は勤務扱いで
旅費なども支給しています。

今後の継続

より良い介護や運営を目指して、ミーティング等で
日々の気づきや意見、提案を自由に述べられるよう心
がけている。日頃から気軽に話せる関係を作る努力を
しており、個人面談でも随時意見を聞くようにしてい
る。また必要に応じて、理事長、事務長、管理者、フ
ロアリーダー、ケアマネ等でリーダーミーティングを
開催し、意見交換の機会を設けている

毎朝・夕の申し送りと月1回のミーティングで職員の
話を聴いています。利用者のケアや、業務に関する
話は随時行っています。必要に応じた個人面談で意
見を聴くようにしていますが、何かあった時には、
その都度話を聴いています。理事長・事務長・管理
者・フロアリーダー・ケアマネ等で開催のリーダー
ミーティングでは、意見交換を行い、結果を運営に
反映させています。

今後の継続

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居時にご本人との面談を行い、不安に感じている事
などをヒアリングしている。できる限りご本人やご家
族が安心して利用できるよう支援している。入居して
からも、初めの数日間は極力声をかけるようにし、早
くホームの生活に馴染んで頂けるようにしている。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

一度の面談でなく、話し合いを重ねながらご家族の悩
みや要望をできるだけ汲み取っていけるよう努め、更
に、電話等によりその人に合った介護ができるように
している。又、行事等の写真をご家族に送付し、離れ
て暮らしていても最近の様子等をお知らせするように
している。

GHとご本人のマッチングを重要視している。GHに入る
事が本当にご本人のためになるのか、在宅や特養等の
サービスと比較したうえでご家族とも話し合い、納得
していただいたうえで入居を検討して頂くように働き
かけている。

これまで大切にしてきた馴染みの人との関係が途切れ
ないように、ご友人等の訪問も受け入れてきた。お墓
参りや外泊をされる方もいて、ご家族や縁ある方との
関係を保って頂けるよう考えている。コロナ禍で外出
や外泊がままならない状況であったが、外出は少しず
つ再開している。電話、手紙等は、自由に行って頂い
ている。

これまで大切にしてきた馴染みの人との関係が途切
れないよう、家族や友人等の面会(現在は玄関先
で）、家族と一緒にお墓参り、法事に出席すること
ができるようにも支援しています。また、携帯電話
で家族と遣り取りする方や、年賀状を受け取る方の
支援をしています。利用者の小遣いの補充に、来る
家族の方もいます。

今後の継続

お手伝いのできる方には積極的に声をかけ、炊事、洗
濯物たたみ、花の水やり、プランターでの野菜作り、
カレンダー作成等を職員と共に行っていただくように
している。職員とご利用者が共に作るホームでありた
いと思っている。

離れて暮らしていても家族の絆を強く持って頂きた
く、自由な面会を心掛けている。現在は、まだコロナ
の影響もあり、面会も玄関先で行って頂いているが、
電話等で自由にお話が出来るようにしている。最近は
携帯電話を持って入居される方もいらっしゃる。ご家
族との外出は少しずつ再開している。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

食事やお茶の時間など、ご利用者同志が関わりを持て
るよう席順も配慮している。大人数掛けのソファーも
増やし、自室に閉じこもらず、できるだけ共有フロア
等で過ごしてコミュニケーションを図れるように働き
かけている。ご利用者同士でビデオ、カラオケ等も楽
しまれている。

入居時に本人やご家族から今までの暮らしぶりを聞く
ようにしているが、入居後も時間を見つけて一人一人
とお話しする機会を作り、思いや希望、意向の把握に
努めている。又、仕草や表情から思いをくみ取り、そ
の人に合ったケアプランを作成し、支援に努めてい
る。

入居時は事業所に本人や家族に来て頂き、今までの
生活歴や、暮らしぶり、既往歴、趣味、趣向などを
聴いています。得られた情報からある程度その方を
把握し、入居後も話しをする機会を作り、居室担当
者を中心に思いや、希望、意向の把握に努めていま
す。把握した情報は、連絡ノートに各自で記入し職
員間で共有しています。

今後の継続

入居前の生活や趣味などを本人やご家族に聞き、ミー
ティング等で共有している。入居前に利用していた訪
問リハビリを継続されている方も多い。又、楽しみに
していた新聞や雑誌の購読を継続されている方もい
る。

退所後もご家族等と偶然お会いする事もあり、その後
の様子をお伺いしている。時には入居希望者をご紹介
下さる事もあり、信頼関係を保っている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

個人の一日の様子を把握する為、ケース記録を時系列
順に記録している。お手伝いしてくださった事や、排
泄回数、睡眠時間、心身状態等の暮らしぶりを出来る
だけ詳細に記録し、状態把握に努めている。日勤と夜
勤の交代時にも申し送りをしっかりするようにしてい
る。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

全体記録とは別に、時系列順の個人記録をつけてお
り、毎日の様子、排泄、服薬等を細かくきろくしてい
る。申し送りやミーティングの際には、其れをもと
に、カンファレンスを行い、職員間で情報を共有して
いる。

現在、ターミナルケアは行っていないが、ご利用期間
が長くなると高齢化も進み、緩やかに終末期に向かっ
ている利用者もおり、当ホームでできる事などを説明
し、対応については、ご家族、医師と協議、同意した
うえで取り組んでいる。

ケアマネは職員から情報を収集したり、直接利用者と
触れ合って介護計画を作成。ご家族が来所された折に
は、できる限り普段の様子を伝え、ご利用者を共に支
えるという立場で話し合いを持つように努めている。
医療面においては、ご家族や医師と連携をしっかり取
るよう努め、より良い介護計画の作成を心掛けてい
る。

入居時にアセスメントで得られた情報を基に初回の
介護計画を作成し、1ヶ月ほど様子を見ています。そ
の後は、特変など無ければ6ヶ月毎に見直しをしてい
ます。月1回のミーティング内で、ケアカンファレン
スを開催し、見直しの必要な方や、更新が近い方を
中心に話し合っています。介護計画の更新時には、
ケアマネジャーが本人や、家族から意見を聴き、医
療情報や、職員の情報を集め、より良い介護計画の
作成に心掛けています。

今後の継続

地元のボランティアセンターと連携を取り、外出の際
の車椅子の貸与等、協力していただいたり、地域のボ
ランティアを紹介して頂いたりしている。町内のコー
ラスボランティアが、毎月ホームを訪問してくださ
り、ご利用者の楽しみになっている。（コロナ以降は
中断）

往診医は地元の医師にお願いしているが、ご本人やご
家族の希望で他の医師に受診する事も可能である。現
在、内科２医院、歯科２医院、精神科１医院、と連携
している。緊急時には、まずかかりつけ医と連携をと
り、総合病院へつなげて頂くなど、スムーズに対応し
て頂いている。

契約時に協力医療機関について説明を行い、本人・
家族の意向を尊重して主治医を決めていただいてい
ます。協力医は現在、夏島医院が週1回・工藤内科は
月1回、田澤歯科・飯田歯科が夫々月1回、汐入メン
タルクリニックが2週に1回の訪問診療を行っていま
す。他科への通院については、原則家族の対応とし
ています。訪問リハビリや、訪問マッサージを受け
ている方もいます。緊急時や、24時間での受付は、
夫々の協力医と連携をとり対応しています。

今後の継続
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
またできるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。又は、そうし
た場合に備えて病院関係者との関係づくりを行って
いる。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

現在、看護職員は配置していないが、協力医との連携
は密であり、すぐに対応して頂いている。訪問リハビ
リを受けている利用者もいて、適切な受診ができるよ
う利用者の状況を伝えるようにしている。

医師からの病状説明がある時には、ご家族に同意を得
た上で同席させていただき、状況を把握するよう努め
ている。又、病院とは常に連携をとり情報交換や相談
に応じている。

スプリンクラー、自動通報設備を設置、防災倉庫には
飲料水、食料品、リハパン等の備蓄をしている。定期
的に消火訓練や通報訓練を行い、災害時に備えてい
る。又、ホーム内の異常を知らせるパトライトを設置
し、近隣にいち早く異常を知らせる事ができるように
なった。地域との協力体制も強化している。

防災訓練を日中の火災発生想定で、年2回実施してい
ます。1回は消防署立ち会いで消火訓練や避難・誘
導・通報訓練を実施しています。事業所内で異常が
あった場合には、近隣に知らせるパトライトを設置
しています。BCP対応の書類を作成し、備蓄品として
食料は米・水・缶詰類など、備品は衛生用品・ラン
タン・懐中電灯・ヘルメットなど用意しています。

今後の継続

ご利用者が少しでも命を長らえて頂くことが介護士の
務めであると考えている。ターミナルケアは行ってい
ないが、重度化しても医療によって回復の可能性があ
る場合や、緩やかな終末期のご利用者に対しては、
ホームでできる事、できない事をご家族に説明し、納
得された上で支援に取り組んでいる。ご家族との話し
合いで、状況によって特養や療養型病院への転移も支
援している。

入居時に、重度化した場合について話をしていま
す。入浴でリフト浴の設備がないため、浴槽での入
浴を希望する方などは、特養への転移も支援してい
ます。重度化された場合は、事業所で出来る事・出
来ない事の説明を行い条件や主治医の診断で可能な
場合には、ターミナルケアを行う場合もあり、延命
措置についても同意書をいただいています。職員は
勤務の長い方が多く、自然に寄り添うケアが行われ
ています。

今後の継続

消防署主催の救命救急講習に参加するようにして、応
急手当や初期対応に当たれるよう訓練をしている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

起床、就寝時間はある程度の目安をつけているが、朝
ゆっくり起きたい方、夜ゆっくりテレビを見たい方も
おり、一人一人のペースを尊重しながら生活できるよ
うに支援している。昼間は殆どの方が共有フロアで過
ごされているが、読書の好きな方や自室でくつろぎた
い方もおり、自由に過ごして頂くようにしている。個
人で新聞を購読している方もいる

男性には出張の床屋さん、女性には美容師さんを招
き、整髪して頂いている。

ご利用者は人生の先輩であり、達人である事を常に念
頭に置いて言葉遣いにも留意して行動するようにして
いる。介護する側も学ばせて頂いているとの感謝の気
持ちを忘れずに、個人情報に留意し一人一人の人格を
尊重し、誇りやプライバシーを損ねない対応を心掛け
ている。

利用者に対する言葉遣いなど、職員の心構えにも盛
り込んでおり、常に利用者は人生の先輩であること
を念頭においたケアに臨んでいます。年1回接遇・マ
ナーの研修を実施し、職員会議の中でもプライバ
シーについて事例を挙げて話しをしています。外部
評価の家族アンケートの結果を基に、職員と話し合
いをしています。個人情報の入った書類関係は、鍵
の掛かるロッカーで保管しています。

今後の継続

共有フロア等ではご利用者に寄り添い、話しかける時
間をできるだけ作るようにし、意思を尊重するように
している。意思表示が難しい方には聞き取る努力をし
ている。又、希望される方には自由にご家族に電話を
掛けたりする事が出来るようにしている。

共に食事を楽しめるよう、声をかけながら同じテーブ
ルで食事をしている。調理や配膳、片付けができる方
にはお手伝いして頂くよう働きかけている。正月、ひ
な祭り、土用の丑の日、敬老の日など、時節に合わせ
た食事を作ったり、誕生日には手作りケーキでお祝い
するようにしている。コロナ禍で外食ができないが、
敬老の日にはちょっと豪華なお弁当で楽しんで頂い
た。

栄養士が1ヶ月分のメニューを作成し、食材は、地域
の商店に新鮮野菜・肉など発注し配達してもらって
います。それ以外の食材や調味料は、買い出しして
います。職員が食べ易さなども考慮しながら調理し
ています。利用者はテーブル拭きや、下膳など手
伝っています。毎年の行事の際は、別に用意し、正
月には御節や、お刺身など、敬老の日には豪華なお
弁当で楽しんでいただいています。誕生日には、手
作りのケーキで皆さんでお祝いしています。

今後の継続



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

毎食後、口腔ケアをして口腔内の清潔を保つようにし
ている。できない方には、職員が手伝いながらケアを
行っている。

排泄間隔を画一的に捉えず、一人一人のパターンを見
極め、トイレ誘導もその人に合わせた声掛けや援助を
しながら、できる限り自立を促している。トイレでの
排泄がうまくできない方に対しては、声かけや誘導を
して失敗を少なくするよう支援している。夜間、オム
ツを使用する方も、日中はリハパンでトイレでの排泄
支援を行っている。

全員の排泄記録のチェック表を付け、一人一人の排
泄パターンを把握しています。その人に合わせた声
掛けや援助をしながら、トイレ誘導し、排泄の自立
に向けては目配り、気配りで様子を見て声掛けして
誘導しています。夜間は、オムツを使用する方も日
中はトイレでの排泄支援を行っています。失敗の続
く場合には、ミーティングで話し合い、支援の方法
を検討しています。

今後の継続

バイタル表に食事、水分量を記録し、各ご利用者の摂
取量を把握するよう努めている。特に、水分の摂取に
注意を要する方に対しては、摂取量、排泄量を細かく
チェックしている。自力ではあまり食が進まない方に
は、食事介助をして少しでも食事量を増やして頂くよ
うにしている。

できるだけ食事で予防できるよう、バナナやイモ類の
食物繊維を多く含む食材をメニューに取り入れたり、
体操等で身体を動かすようにしている。長期の便秘に
対しては、医師の指導により服薬等の便秘対策を行っ
ている。

週2回の入浴が基本であり、大まかな入浴時間はある
が、一人一人が入浴を楽しめるよう見守りながら、
ゆっくりと入浴して頂くようにしている。入浴は清潔
保持のみではなく、打ち身、あざ、湿疹等を発見でき
る機会であり、大事にしている。季節に合わせ、ゆず
湯、菖蒲湯等入浴を楽しんで頂けるようにしている。

週2回の午前中を基本に入浴できるよう、支援を行っ
ています。バイタルのチェックと、本人の意思を確
認し、ゆっくりと入浴を楽しめるよう、見守りなが
ら入って頂いています。脱衣後には全身の打ち身、
あざ、湿疹等が無いか確認し、入浴後は保湿クリー
ムを塗布しています。近所でいただいたゆずでゆず
湯をしたり、菖蒲湯でお風呂を楽しんでいただいて
います。

今後の継続



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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外
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項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

その人に合わせた起床、就寝の支援をしている。日常
的に起床時間が遅い方もいるが、ご本人に合わせた食
事ができるよう無理のない時間に起床して頂いてい
る。又、日中は共有フロアにいる方が殆どであるが、
読書やテレビが好きな方は居室で過ごされる方もい
る。

誰がどんな薬を服用しているか把握する為、一覧ファ
イルを作り支援している。状況の悪化や改善がみられ
ない場合には、医師に相談して対応してもらってい
る。薬の服用については、ご家族、医師と相談しなが
ら決めるようにしている。

近隣には商店等がなく、徒歩での買い物は不可能な
為、普段は一人一人のお小遣いをお預かりしている。
必要な物がある時には、、職員が買い物をしてお渡し
している。通院や外出時には、希望があれば買い物も
できるようにしている。

掃除、調理、洗濯たたみなど、できることをお手伝い
して頂いている。ただ、ご利用者という立場ではな
く、参加する楽しさや、役に立てる充実感を感じて頂
けるよう支援している。野菜や花の苗を植えて毎日水
やりをしている方もいる。収穫できた時はとても喜ん
でいる。フロアの飾りつけの作品を作って下さった
り、ぬり絵、カラオケ等を楽しまれる方もいる。

天気の良い日には近所を散歩するようにしている。散
歩が無理な方は、玄関前で外気浴をして頂いている。
コロナ以降、外へ出る機会が殆どない為、玄関前のス
ペースで気分転換して頂いたりしている。又、歯医者
に行った帰りに買い物等を楽しむ方もいる。

コロナ禍以降近所の散歩は控えています。天気の良
い日には、玄関先で外気浴をしたり、ベランダで洗
濯物を職員が干すのを一緒に見ていただいていま
す。コロナ禍前は、職員や事業所の車で、花見、菖
蒲園、ミカン狩り等の外出支援を行っています。ま
た、家族と通院がてらに、ドライブしてくる方もい
ます。

今後の継続



自己評価

実施状況 実施状況
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

深夜、早朝以外は希望されれば自由に電話をかけて頂
いている。最近はご自分の携帯電話をお持ちになる方
もいる。手紙も自由にやり取りして頂いている。ホー
ムに年賀状や手紙が届く方もいる。

入居時に使い慣れた家具などを持ち込んで頂いてい
る。今まで大切にしてきた鏡台やデスク、仏壇を持っ
て来られる方もいる。殺風景な部屋にならないよう
に、家族やペットの写真、レクで作成した物を貼った
りしている。又、行事の折に撮った写真も貼ったりし
ている。

居室には、介護ベッド・防炎カーテン・エアコン・
天袋・換気扇を設置しています。入居時に、使い慣
れた物、好みの物を持ち込んでいただいています。
仏壇、机と椅子、ラジオ、家族写真等の大切にして
きた物を置き、居心地の良い居室になるよう支援し
ています。居室の整理・整頓は気づいた職員が行
い、衣替えは居室担当が家族と相談して行っていま
す。

今後の継続

少しでも自立を促していけるよう、居室やトイレに案
内表示をつけている。居室の案内は、手作りのボード
にお名前を書き、よりご自分のお部屋と感じて頂ける
よう工夫している。又、できる限りトイレでの排泄を
継続していけるよう、スタッフがサポートしている。

共有フロアには、レクでの製作物や行事の際の写真を
貼り出している。季節を感じて頂けるような花を生け
たり、正月の飾り、雛飾り、七夕、クリスマス飾り等
をしている。テレビやカラオケを楽しめるよう、ソ
ファーやテーブルの配置も工夫している。ベランダは
ナス等の野菜を栽培し、水やりを日課にして成長の様
子を楽しみにしている方もいる。

共有フロアは、1,2階共に季節を感じて頂けるよう定
期的に花屋で花を買ったり、職員の自宅の花を持っ
てきて花を生けています。壁面などには四季折々の
行事に合わせた飾りつけを行っています。リビング
の窓は大きく、風通しの良い場所になっており、窓
の外には紅葉などの季節の景色が楽しめます。玄関
前や、ベランダでは季節の花や野菜を栽培し、利用
者の楽しみにもなっています。掃除は毎日行い、ト
イレ掃除は1日2回行い、空気清浄機も配置して、環
境に配慮しています。

今後の継続

できるだけ居室に閉じこもりきりにならないよう、共
有フロアには多人数が座れるようソファを設置し、気
の合うご利用者同士で話をしたり、好きな相撲や野球
等のテレビを見たりして過ごせる空間になっている。
ビデオやカラオケを楽しむ方もいらっしゃる。



事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 12
職員の増加をはかると
共に、定着化をはか
る。

職員環境、条件の整備
に努め、職員の雇用、
定着を目指す。

1年

2 13
職員の若返りをはか
る。

若手職員の増員を目指
す。

1年

3 13
職員のスキルアップを
はかる。

職員一人一人がより良
い介護を目指す。

1年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目標達成に向けた

具体的な取組み内容

目　標　達　成　計　画

職員の募集を行うとと
もに、キャリアアップ
をはかる。

若い人が働きやすい環
境を整備し（賃金アッ
プ、休業制度など）募
集も行っていく。

外部研修への参加や、
施設内でも研修の機会
を設け、スキルアップ
をはかる。

目　　標

やすらぎの杜（もみじ）

令和6年11月29日



56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

〇 2，数日に1回程度ある 〇 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 〇 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 〇 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 　やすらぎの杜

 ユニット名 　２階　すみれ

　Ⅴ　アウトカム項目

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

2ヶ月に1回、町内会長、民生委員、町内の方地域
包括、ご利用者、ご家族代表が参加。年に一度は
市の担当職員も参加。施設長、管理者、事務長が
ホームの状況を報告しながら意見交換し、施設や
介護の向上を目指している。身体拘束の報告、災
害時の対応についても協力して頂いている

市の担当職員とは、日頃から極力連携をとるよう
にし、疑問点は常に問い合わせて確認するように
している。特に転倒事故等の特変があった時には
速やかに担当課に報告し、連携をとっている。

町内会に加入し、コーラスボランティアや中学生
の職場体験の受け入れも行い、交流をはかってい
る。敬老会、クリスマス会には地域の方との交流
を深めている。また、肉や野菜については地域の
小売店から購入するようにしている。

地域の中にある施設という立場で、施設内の見学
ができる機会を作ったり、町内会長をはじめ、地
域の方や民生委員等、相談を受ける方や実際に介
護に携わっている方が、やすらぎの杜の存在を
知っていただけるようにしている。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

地元出身の有志が立ち上げたホームであり、地域
への貢献を第一の目標としている。介護理念は
「笑顔のある生活を楽しむ」を掲げ、事業所内に
掲示し全職員で理解共有しながら事業計画、年間
の目標などを作り、その達成度も振り返りながら
日々理念と計画に沿った介護支援に努めている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

利用契約時に重要事項、運営規定に記された苦情
相談窓口と、その対応の説明を行っている。面会
に来られた時や家族会を通し、利用者の暮らしぶ
りや変化をお知らせし、意見、要望等を聞いてケ
アプランに反映できるようにしている。外部評価
のアンケートは、より良い施設運営の貴重な意見
として捉えている。

家庭的な環境のもとで、食事、入浴、排泄等の日
常生活の支援を行う事がホームの役割である事を
徹底し、研修参加も積極的に促している。現在、
成年後見人を必要とする人はいないが、今後必要
が生じた場合には、よく話し合いながら進めてい
く。

契約書の条項が多い為、必ず数条ごとに質問、確
認をとるようにしている。法制の改正等、変更と
なった場合も、ご利用者やご家族の不安や疑問が
残る事のないよう説明し、ご理解、ご納得頂いた
うえで必ず同意を得ている。

身体拘束の内容や弊害について掲示し、研修等を
行い、徹底するようにしている。日中は玄関も原
則開錠し、見守りによってケアするよう努力して
いる。やむを得ない場合には、ご家族と連携をと
り、ミーティングで話し合いをしながら改善に向
けて速やかに対応するようにし身体拘束のないケ
アに努めている。
人生の先輩であるご利用者に対し、尊敬の念を持
つことを心掛け、虐待の気持ち、行為が微塵も起
きてはならない事を職員に徹底している。虐待に
対する研修や自己点検を行い、ミーティングにお
いて、確認、改善すべき点の話し合いをしてい
る。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

従来の市のGH協議会を通じて他事業者と連携を
とっている。近隣のGHとの話し合いの機会も増
え、他のホームの良い所を吸収して、ご利用者に
反映していけるようにしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居時にご本人との面談を行い、不安に感じてい
る事などをヒアリングしている。できる限りご本
人やご家族が安心して利用できるよう支援してい
る。入居してからも、初めの数日間は極力声をか
けるようにし、早くホームの生活に馴染んで頂け
るようにしている。

出勤時間数を加味して一時金の支給を行い、少し
でもモチベーションが高まるようにしている。
パート職員に対しても、年末の寸志、状況により
期末手当も支給している。コロナ発生時には、手
当の支給もしている。職場の人間関係のより良い
状況を目指し、改善を心がけている。

職員のスキルアップの為、パート職員にも外部研
修に参加する機会を持ってもらい、研修で得た知
識、経験を職場で反映してもらえるよう働きかけ
ている。資格のない職員には、基礎研修の受講を
推進している。

より良い介護や運営を目指して、ミーティング等
で日々の気づきや意見、提案を自由に述べられる
よう心がけている。日頃から気軽に話せる関係を
作る努力をしており、個人面談でも随時意見を聞
くようにしている。また必要に応じて、理事長、
事務長、管理者、フロアリーダー、ケアマネ等で
リーダーミーティングを開催し、意見交換の機会
を設けている



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

これまで大切にしてきた馴染みの人との関係が途
切れないように、ご友人等の訪問も受け入れてき
た。お墓参りや外泊をされる方もいて、ご家族や
縁ある方との関係を保って頂けるよう働きかけて
きた。コロナ禍で外出や外泊がままならない状況
であったが、外出は少しずつ再開している。電
話、手紙等で関係をつなげている方もいる。

お手伝いのできる方には積極的に声をかけ、炊
事、洗濯物たたみ、花の水やり、プランターでの
野菜作り、カレンダー作成等を職員と共に行って
いただくようにしている。職員とご利用者が共に
作るホームでありたいと思っている。

離れて暮らしていても家族の絆を強く持って頂き
たく、自由な面会を心掛けている。現在はまだコ
ロナの影響もあり、面会も玄関先で行って頂いて
いるが、電話等で自由にお話が出来るようにして
いる。最近は携帯電話を持って入居される方もい
らっしゃる。ご家族との外出は少しずつ再開して
いる。

一度の面談でなく、話し合いを重ねながらご家族
の悩みや要望をできるだけ汲み取っていけるよう
努め、更に、電話等によりその人に合った介護が
できるようにしている。又、行事等の写真をご家
族に送付し、離れて暮らしていても最近の様子等
をお知らせするようにしている。

GHとご本人のマッチングを重要視している。GHに
入る事が本当にご本人のためになるのか、在宅や
特養等のサービスと比較したうえでご家族とも話
し合い、納得していただいたうえで入居を検討し
て頂くように働きかけている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

入居前の生活や趣味などを本人やご家族に聞き、
ミーティング等で共有している。入居前に利用し
ていた訪問リハビリを継続されている方も多い。
又、楽しみにしていた新聞や雑誌の購読を継続さ
れている方もいる。

個人の一日の様子を把握する為、ケース記録を時
系列順に記録している。お手伝いしてくださった
事や、排泄回数、睡眠時間、心身状態等の暮らし
ぶりを出来るだけ詳細に記録し、状態把握に努め
ている。日勤と夜勤の交代時にも申し送りをしっ
かりするようにしている。

退所後もご家族等と偶然お会いする事もあり、そ
の後の様子をお伺いしている。時には入居希望者
をご紹介下さる事もあり、信頼関係を保ってい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

入居時に本人やご家族から今までの暮らしぶりを
聞くようにしているが、入居後も時間を見つけて
一人一人とお話しする機会を作り、思いや希望、
意向の把握に努めている。又、仕草や表情から思
いをくみ取り、その人に合ったケアプランを作成
し、支援に努めている。

食事やお茶の時間など、ご利用者同志が関わりを
持てるよう席順も配慮している。大人数掛けのソ
ファーも増やし、自室に閉じこもらず、できるだ
け共有フロア等で過ごしてコミュニケーションを
図れるように働きかけている。ご利用者同士でビ
デオ、カラオケ等も楽しまれている。
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

往診医は地元の医師にお願いしているが、ご本人
やご家族の希望で他の医師に受診する事も可能で
ある。現在、内科２医院、歯科２医院、精神科１
医院、と連携している。緊急時には、まずかかり
つけ医と連携をとり、総合病院へつなげて頂くな
ど、スムーズに対応して頂いている。

現在、ターミナルケアは行っていないが、ご利用
期間が長くなると高齢化も進み、緩やかに終末期
に向かっている利用者もおり、当ホームでできる
事などを説明し、対応については、ご家族、医師
と協議、同意したうえで取り組んでいる。

地元のボランティアセンターと連携を取り、外出
の際の車椅子の貸与等、協力していただいたり、
地域のボランティアを紹介して頂いたりしてい
る。町内のコーラスボランティアが、毎月ホーム
を訪問してくださり、ご利用者の楽しみになって
いる。（コロナ以降は中断）

ケアマネは職員から情報を収集したり、直接利用
者と触れ合って介護計画を作成。ご家族が来所さ
れた折には、できる限り普段の様子を伝え、ご利
用者を共に支えるという立場で話し合いを持つよ
うに努めている。医療面においては、ご家族や医
師と連携をしっかり取るよう努め、より良い介護
計画の作成を心掛けている。

全体記録とは別に、時系列順の個人記録をつけて
おり、毎日の様子、排泄、服薬等を細かくきろく
している。申し送りやミーティングの際には、其
れをもとに、カンファレンスを行い、職員間で情
報を共有している。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

消防署主催の救命救急講習に参加するようにし
て、応急手当や初期対応に当たれるよう訓練をし
ている。

スプリンクラー、自動通報設備を設置、防災倉庫
には飲料水、食料品、リハパン等の備蓄をしてい
る。定期的に消火訓練や通報訓練を行い、災害時
に備えている。又、ホーム内の異常を知らせるパ
トライトを設置し、近隣にいち早く異常を知らせ
る事ができるようになった。地域との協力体制も
強化している。

医師からの病状説明がある時には、ご家族に同意
を得た上で同席させていただき、状況を把握する
よう努めている。又、病院とは常に連携をとり情
報交換や相談に応じている。

ご利用者が少しでも命を長らえて頂くことが介護
士の務めであると考えている。ターミナルケアは
行っていないが、重度化しても医療によって回復
の可能性がある場合や、緩やかな終末期のご利用
者に対しては、ホームでできる事、できない事を
ご家族に説明し、納得された上で支援に取り組ん
でいる。ご家族との話し合いで、状況によって特
養や療養型病院への転移も支援している。

現在、看護職員は配置していないが、協力医との
連携は密であり、すぐに対応して頂いている。訪
問リハビリを受けている利用者もいて、適切な受
診ができるよう利用者の状況を伝えるようにして
いる。
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36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

共に食事を楽しめるよう、声をかけながら同じ
テーブルで食事をしている。調理や配膳、片付け
ができる方にはお手伝いして頂くよう働きかけて
いる。正月、ひな祭り、土用の丑の日、敬老の日
など、時節に合わせた食事を作ったり、誕生日に
は手作りケーキでお祝いするようにしている。コ
ロナ禍で外食ができないが、敬老の日にはちょっ
と豪華なお弁当で楽しんで頂いた。

起床、就寝時間はある程度の目安をつけている
が、朝ゆっくり起きたい方、夜ゆっくりテレビを
見たい方もおり、一人一人のペースを尊重しなが
ら生活できるように支援している。昼間は殆どの
方が共有フロアで過ごされているが、読書の好き
な方や自室でくつろぎたい方もおり、自由に過ご
して頂くようにしている。個人で新聞を購読して
いる方もいる

男性には出張の床屋さん、女性には美容師さんを
招き、整髪して頂いている。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

ご利用者は人生の先輩であり、達人である事を常
に念頭に置いて言葉遣いにも留意して行動するよ
うにしている。介護する側も学ばせて頂いている
との感謝の気持ちを忘れずに、個人情報に留意し
一人一人の人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない対応を心掛けている。

共有フロア等ではご利用者に寄り添い、話しかけ
る時間をできるだけ作るようにし、意思を尊重す
るようにしている。意思表示が難しい方には聞き
取る努力をしている。又、希望される方には自由
にご家族に電話を掛けたりする事が出来るように
している。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

できるだけ食事で予防できるよう、バナナやイモ
類の食物繊維を多く含む食材をメニューに取り入
れたり、体操等で身体を動かすようにしている。
長期の便秘に対しては、医師の指導により服薬等
の便秘対策を行っている。

週3回の入浴が基本であり、大まかな入浴時間は
あるが、一人一人が入浴を楽しめるよう見守りな
がら、ゆっくりと入浴して頂くようにしている。
入浴は清潔保持のみではなく、打ち身、あざ、湿
疹等を発見できる機会であり、大事にしている。
季節に合わせ、ゆず湯、菖蒲湯等入浴を楽しんで
頂けるようにしている。

毎食後、口腔ケアをして口腔内の清潔を保つよう
にしている。できない方には、職員が手伝いなが
らケアを行っている。

排泄間隔を画一的に捉えず、一人一人のパターン
を見極め、トイレ誘導もその人に合わせた声掛け
や援助をしながら、できる限り自立を促してい
る。トイレでの排泄がうまくできない方に対して
は、声かけや誘導をして失敗を少なくするよう支
援している。夜間、オムツを使用する方も、日中
はリハパンでトイレでの排泄支援を行っている。

バイタル表に食事、水分量を記録し、各ご利用者
の摂取量を把握するよう努めている。特に、水分
の摂取に注意を要する方に対しては、摂取量、排
泄量を細かくチェックしている。自力ではあまり
食が進まない方には、食事介助をして少しでも食
事量を増やして頂くようにしている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

近隣には商店等がなく、徒歩での買い物は不可能
な為、普段は一人一人のお小遣いをお預かりして
いる。必要な物がある時には、、職員が買い物を
してお渡ししている。通院や外出時には、希望が
あれば買い物もできるようにしている。

掃除、調理、洗濯たたみなど、できることをお手
伝いして頂いている。ただ、ご利用者という立場
ではなく、参加する楽しさや、役に立てる充実感
を感じて頂けるよう支援している。野菜や花の苗
を植えて毎日水やりをしている方もいる。収穫で
きた時はとても喜んでいる。フロアの飾りつけの
作品を作って下さったり、ぬり絵、カラオケ等を
楽しまれる方もいる。

天気の良い日には近所を散歩するようにしてい
る。散歩が無理な方は、玄関前で外気浴をして頂
いている。コロナ以降外へ出る機会が殆どない
為、玄関前のスペースで気分転換して頂いたりし
ている。又、歯医者に行った帰りに買い物等を楽
しむ方もいる。

その人に合わせた起床、就寝の支援をしている。
日常的に起床時間が遅い方もいるが、ご本人に合
わせた食事ができるよう無理のない時間に起床し
て頂いている。又、日中は共有フロアにいる方が
殆どであるが、読書やテレビが好きな方は居室で
過ごされる方もいる。

誰がどんな薬を服用しているか把握する為、一覧
ファイルを作り支援している。状況の悪化や改善
がみられない場合には、医師に相談して対応して
もらっている。薬の服用については、ご家族、医
師と相談しながら決めるようにしている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

入居時に使い慣れた家具などを持ち込んで頂いて
いる。今まで大切にしてきた鏡台やデスク、仏壇
を持って来られる方もいる。殺風景な部屋になら
ないように、家族やペットの写真、レクで作成し
た物を貼ったりしている。又、行事の折に撮った
写真も貼ったりしている。

少しでも自立を促していけるよう、居室やトイレ
に案内表示をつけている。居室の案内は、手作り
のボードにお名前を書き、よりご自分のお部屋と
感じて頂けるよう工夫している。又、できる限り
トイレでの排泄を継続していけるよう、スタッフ
がサポートしている。

共有フロアには、レクでの製作物や行事の際の写
真を貼り出している。季節を感じて頂けるような
花を生けたり、正月の飾り、雛飾り、七夕、クリ
スマス飾り等をしている。テレビやカラオケを楽
しめるよう、ソファーやテーブルの配置も工夫し
ている。ベランダはナス等の野菜を栽培し、水や
りを日課にして成長の様子を楽しみにしている方
もいる。

できるだけ居室に閉じこもりきりにならないよ
う、共有フロアには多人数が座れるようソファを
設置し、気の合うご利用者同士で話をしたり、好
きな相撲や野球等のテレビを見たりして過ごせる
空間になっている。ビデオやカラオケを楽しむ方
もいらっしゃる。

深夜、早朝以外は希望されれば自由に電話をかけ
て頂いている。最近はご自分の携帯電話をお持ち
になる方も増えている。手紙も自由にやり取りし
て頂いている。ホームに年賀状や手紙が届く方も
いる。



事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 12
職員の増加をはかると
共に、定着化をはか
る。

職員環境、条件の整備
に努め、職員の雇用、
定着を目指す。

1年

2 13
職員の若返りをはか
る。

若手職員の増員を目指
す。

1年

3 13
職員のスキルアップを
はかる。

職員一人一人がより良
い介護を目指す。

1年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

やすらぎの杜（もみじ）

令和6年11月29日

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

職員の募集を行うとと
もに、キャリアアップ
をはかる。

若い人が働きやすい環
境を整備し（賃金アッ
プ、休業制度など）募
集も行っていく。

外部研修への参加や、
施設内でも研修の機会
を設け、スキルアップ
をはかる。


